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　平成28年６月定例会（６月９日～24日／会
期16日間）の概要は次のとおりです。
９日 　平成27年度一般会計継続費など７件
の予算に関する報告、福山市土地開発公社な
どの事業経営状況の報告の後、市長が市政の
状況と12議案の提案理由を説明

16日・17日・20日・21日 　議案や市政全般につ
いて21人の議員が一般質問
21日質問終了後 　12議案を所管の常任委員
会に付託
22日 　４常任委員会でそれぞれ議案を審査
24日 　議案を審査した４常任委員会の委員
長から審査結果の報告があり、それぞれ採決
し、12議案を原案どおり可決
　市長が一般会計補正予算案１件の提案理由
を説明し、質疑の後、委員会への付託（委員
会での審査）を省略して採決し、原案のとお
り可決
　教育委員会の委員の任命の同意についてな
ど４件の人事案件に同意
　議員提出の意見書案２件を可決

【
市
長
提
出
議
案
】

■
条
　
例

○　
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
の

課
税
限
度
額
を
52
万
円
か
ら
54
万
円
に

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
課
税

　
限
度
額
を
17
万
円
か
ら
19
万
円
に
、
基

礎
課
税
額
の
所
得
割
の
税
率
を
９
・

53
％
か
ら
９
・
29
％
に
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
課
税
額
の
所
得
割
の
税
率
を

２
・
08
％
か
ら
１
・
92
％
に
、
介
護
納

付
金
課
税
額
の
所
得
割
の
税
率
を
２
・

19
％
か
ら
２
・
16
％
に
そ
れ
ぞ
れ
改
定

し
ま
す
。

　

 

（
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
）

○　
市
営
三
之
丸
駐
車
場
な
ど
路
外
駐
車

場
お
よ
び
駅
南
地
下
送
迎
場
に
７
日
を

限
度
と
す
る
利
用
期
間
を
設
け
、
届
け

出
な
く
そ
の
期
間
を
超
え
て
駐
車
し
て

い
る
場
合
に
は
、
当
該
自
動
車
の
引
き

取
り
請
求
、
所
有
者
等
の
調
査
お
よ
び

自
動
車
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
改
め
ま
す
。
ま
た
、
広
島
県
へ
移

管
す
る
鞆
町
鍛
治
駐
車
場
に
関
す
る
規

定
を
削
除
し
ま
す
。

 　
（
路
外
駐
車
場
条
例
及
び
駅
南
地
下
送

迎
場
条
例
の
一
部
改
正
）

■
そ
の
他

○　
２
０
１
９
年
度
（
平
成
31
年
度
）
の

開
校
を
め
ざ
し
、（
仮
称
）
市
立
鞆
小

中
一
貫
校
北
棟
校
舎
他
改
修
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

○　
市
立
大
津
野
小
学
校
北
棟
校
舎
他
耐

震
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

こ
の
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

 （
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）市営三之丸駐車場

平成28年６月定例会
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管
す
る
鞆
町
鍛
治
駐
車
場
に
関
す
る
規

定
を
削
除
し
ま
す
。

 　
（
路
外
駐
車
場
条
例
及
び
駅
南
地
下
送

迎
場
条
例
の
一
部
改
正
）

■
そ
の
他

○　
２
０
１
９
年
度
（
平
成
31
年
度
）
の

開
校
を
め
ざ
し
、（
仮
称
）
市
立
鞆
小

中
一
貫
校
北
棟
校
舎
他
改
修
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

○　
市
立
大
津
野
小
学
校
北
棟
校
舎
他
耐

震
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

議員提案により可決した意見書
　福山市議会の意思として、その実現に向け、国会および関係機関に送付しました。
　詳しい内容は、議会のホームページでご覧いただけます。

◆地方財政の充実強化を求める意見書
◆教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書

平成28年6月定例会　議案の審議結果一覧
○は賛成、×は反対

付託委員会 議　　　　　　案　　　　　　名 水曜会公明党誠友会市　民連　合
日　本
共産党

新　政
クラブ

無所属採　決
結　果1 2

総 務

市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動
の公費負担に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

民放テレビ放送共同受信施設整備事業分担金
徴収条例の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

消防団員等公務災害補償条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

民 生 福 祉
幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

文 教 経 済

（仮称）市立鞆小中一貫校北棟校舎他改修工事
請負契約締結 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

市立大津野小学校北棟校舎他耐震改修工事請
負契約締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

建 設 水 道

路外駐車場条例及び駅南地下送迎場条例の一
部改正 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

損害賠償の額を定めること及び和解２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

委員会付託省略

平成28年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

教育委員会の委員の任命の同意 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同意

監査委員の選任の同意 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同意

公平委員会の委員の選任の同意 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同意

人権擁護委員の候補者を推薦するにつき意見
を求めること ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同意

地方財政の充実強化を求める意見書案　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２
分の１復元に係る意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

賛否は、本会議後に会派等に確認したものです。議案名の「福山市」等は一部省略して表記しています。
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　一般質問の録画放送を
福山市のホームページで
見ることができます。

＊

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
議
案
や
市
政

全
般
に
つ
い
て
、
21
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
展

開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（　
）
内
に
は
、
各
会
派
等
か
ら

の
質
問
申
し
出
時
間
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

会派名など 質問者数 質問時間
水　曜　会 7人 370分

公　明　党 5人 205分

誠　友　会 2人 120分

市 民 連 合 2人 145分

日本共産党 2人 145分

新政クラブ 1人  70分

無　所　属 2人 各30分

問

羽
田
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の

市
政
運
営
の
中
で
、
市
立
大
学
の
開

学
や
福
山
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
数

々
の
成
果
を
残
し
、
３
期
12
年
の
任

期
後
、
勇
退
さ
れ
る
が
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
社
会
の
到
来
等
に
よ

り
、
市
民
の
将
来
へ
の
不
安
が
大
き

く
な
る
中
で
、
新
し
い
ト
ッ
プ
リ
ー

早
川　
佳
行

水
曜
会

（
30
分
）

ダ
ー
に
何
を
期
待
す
る
か
。

新
リ
ー
ダ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
は

答

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
地
域
経
済
に
活
力
が
あ
り
、
さ
ら

に
は
充
実
し
た
子
育
て
支
援
環
境
、
鞆

の
浦
な
ど
全
国
に
誇
れ
る
地
域
資
源
が

あ
る
。

　
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
こ
う
し
た

本
市
の
強
み
を
最
大
限
に
生
か
す
中
で

活
力
と
成
長
力
の
あ
る
都
市
と
し
て
、

本
市
の
み
な
ら
ず
、
備
後
地
域
の
一
体

的
発
展
を
け
ん
引
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

答

こ
れ
ら
の
財
団
は
、
芸
術
文
化

の
振
興
と
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
と
い
う
共
通
の
目
的
を
有
し

て
お
り
、
統
合
に
よ
り
類
似
事
業
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
団
が
持
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
企
画
、
実
施
が
で
き

人
材
の
交
流
に
よ
る
組
織
の
活
性
化
や

管
理
部
門
の
集
約
化
に
よ
り
コ
ス
ト
削

減
が
図
ら
れ
る
。
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
各
財
団
と
早
急
に
協
議
す
る
。

　

公
益
財
団
法
人
の
運
営
に
関

す
る
監
査
意
見
へ
の
対
応
は

問

平
成
27
年
度
包
括
外
部
監
査

結
果
報
告
に
よ
れ
ば
、
ふ
く
や
ま
芸

術
文
化
振
興
財
団
、
福
山
市
か
ん
な

べ
文
化
振
興
会
、
福
山
勤
労
福
祉
・

文
化
振
興
会
の
３
財
団
は
、
法
人
の

連
携
に
と
ど
ま
ら
ず
統
合
等
も
将
来

的
に
は
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

大
田　
祐
介

水
曜
会

（
70
分
）

神
辺
本
陣
を
国
の
史
跡
、

重
要
文
化
財
に

榊
原　
則
男

水
曜
会

（
60
分
）

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
陣
の
歴

史
を
物
語
る
各
種
史
料
や
記
録
も
数
多

く
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
指
定

と
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
今
後
、
所

有
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
国
や
県
と
協

議
す
る
。

答

同
本
陣
は
、
現
在
、
建
物
７
棟

が
県
の
重
要
文
化
財
に
、
敷
地
は
県
の

問

神
辺
本
陣
は
、
往
時
の
建
造

物
と
本
陣
関
係
の
史
料
が
、
併
せ
て

現
存
す
る
全
国
で
も
珍
し
い
歴
史
遺

跡
だ
が
、
国
の
史
跡
、
重
要
文
化
財

の
指
定
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

神辺本陣



5

NO.60

問

①
第
２
次
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
行
動
計
画
の
成
果
と
課
題
は
。

②
自
治
会
組
織
の
現
状
と
課
題
は
。

連
石　
武
則

水
曜
会

（
60
分
）

の
交
流
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
多
様
な
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
が
自
ら
の
ま
ち
は
自
ら
が
つ

く
る
と
い
う
住
民
自
治
意
識
の
醸
成
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
成
果
で
あ
る
。
課

題
は
、
自
主
財
源
の
確
保
や
人
材
の
育

成
な
ど
が
あ
り
、
人

※
　

財
大
学
の
開
催
に

よ
り
地
域
力
を
高
め
る
支
援
を
行
う
。

②
自
治
会
・
町
内
会
活
動
の
重
要
性
は

増
し
て
い
る
が
、
自
治
会
加
入
率
は
年

々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
本
市
と
し
て
も

若
い
世
帯
層
や
集
合
住
宅
へ
の
勧
誘
活

動
を
本
格
化
す
る
自
治
会
連
合
会
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
。

答

①
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策

定
や
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
セ
ン
タ
ー
に
は
１
４
０
の

団
体
・
企
業
が
登
録
さ
れ
、
団
体
同
士

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画

お
よ
び
自
治
会
組
織
の
課
題
は

熊
本
地
震
を
受
け
て

本
市
の
課
題
は

木
村　
秀
樹

水
曜
会

（
60
分
）

災
者
が
必
要
と
す
る
生
活
物
資
の
確
保

な
ど
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

②
避
難
所
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
衛
生

管
理
や
間
仕
切
り
ユ
ニ
ッ
ト
を
活
用
し

た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
等
、
総
合
的

な
生
活
環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
避
難
所
生
活
が
長
期
に
わ
た
る

場
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
避

難
し
た
住
民
に
も
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
き
、
災
害
に
対
す
る
知
識
や
経
験
を

持
つ
人
材
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し

て
、
民
主
的
な
避
難
所
運
営
を
行
う
こ

と
も
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

答

①
派
遣
業
務
に
従
事
し
た
職
員

か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
よ
る
と
、

指
定
避
難
所
以
外
の
実
態
把
握
や
、
被

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
は

問

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
中
で

小
学
校
高
学
年
の
受
け
入
れ
な
ど
、

今
後
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
が
、
現
時
点

で
の
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
な
ど

と
の
連
携
は
。

石
口　
智
志

水
曜
会

（
50
分
）

答

受
け
入
れ
学
年
の
拡
大
や
、
１

教
室
当
た
り
の
児
童
数
の
基
準
を
満
た

す
た
め
、
施
設
の
増
設
や
職
員
の
確
保

等
が
必
要
で
あ
り
、
年
次
的
に
取
り
組

む
。

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
土
曜
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
や
学
習
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

喜
田　
紘
平

水
曜
会

（
40
分
）

教
職
員
の
校
内
研
修
体
制
は

施
し
教
職
員
の
授
業
力
を
高
め
て
い
く
。

②
日
々
の
授
業
や
行
事
、
ふ
る
さ
と
学

習
な
ど
を
通
し
て
自
己
肯
定
感
や
自
尊

感
情
を
高
め
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
「
行

動
化
で
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
く
。

答

①
発
達
障
が
い
に
係
る
教
職
員

の
知
識
や
力
量
に
つ
い
て
課
題
が
あ
り

特
別
支
援
教
育
推
進
講
座
を
年
３
回
実

問

①
発
達
障
が
い
児
童
生
徒
に

対
応
す
る
た
め
の
研
修
体
制
は
。

②
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感
、
自

尊
感
情
を
育
て
る
た
め
の
学
校
で
の

取
り
組
み
は
。

問

①
熊
本
地
震
へ
の
支
援
を
行

う
中
で
把
握
し
た
本
市
の
課
題
は
。

②
本
市
が
避
難
所
運
営
を
行
う
際
、

何
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

療
育
施
設
の
情
報
公
開
の
現
状
は

答

子
育
て
応
援
ナ
ビ
の
ア
プ
リ
に

掲
載
し
て
お
り
、
利
用
者
が
必
要
と
し

て
い
る
情
報
提
供
の
充
実
に
努
め
る
。

問

児
童
発
達
支
援
事
業
所
や
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
の
現
状
は
。

※人財大学： ふくやま人財大学は、「まちづくりの担い手」の育成を目的として、地域活動に関わる「教養、安心安全、環境、
　子育て応援」の４コース、７講座を設けて2016年度（平成28年度）から開講しているもの。
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答

銃
や
箱
わ
な
に
よ
る
捕
獲
と
併

せ
、
被
害
農
家
で
つ
く
る
協
議
会
が
花

火
に
よ
る
追
い
払
い
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
隣
市
町
や
猟
友
会
等
で
出
没

状
況
や
対
策
等
に
関
す
る
情
報
の
共
有

を
図
り
、
捕
獲
班
等
と
も
連
携
し
対
応

し
て
い
る
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
コ
ン

ビ
ニ
で
交
付
で
き
な
い
か
。

門
田　
雅
彦

公
明
党

（
45
分
）

認
の
た
め
の
住
民
票
の
写
し
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
は
記
載
し
な
い
な
ど
、
利
用

目
的
に
応
じ
た
証
明
書
の
交
付
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
、

本
人
の
操
作
に
よ
り
機
械
的
に
交
付
す

る
た
め
、
本
来
、
必
要
の
な
い
項
目
が

記
載
さ
れ
た
証
明
書
の
交
付
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
先

行
し
て
い
る

他
都
市
の
運

用
状
況
を
調

査
、
研
究
す

る
。

答

本
市
で
は
、
現
在
、
窓
口
に
お

け
る
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
お
い

て
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い

を
確
保
す
る
た
め
、
例
え
ば
、
住
所
確

コ
ン
ビ
ニ
で
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
は

生
田　
政
代

公
明
党

（
30
分
）

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
は

答

本
年
10
月
か
ら
の
実
施
に
向
け

て
、
接
種
対
象
者
が
適
切
な
時
期
に
接

種
で
き
る
よ
う
、
広
報
ふ
く
や
ま
等
へ

の
掲
載
や
、
医
療
機
関
等
へ
の
チ
ラ
シ

や
ポ
ス
タ
ー
配
布
に
努
め
る
。

問

国
は
０
歳
児
を
対
象
に
定
期

接
種
化
を
了
承
し
た
が
本
市
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
周
知
、
啓
発
は
。

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

時
期
の
サ
ポ
ー
ト
は

答

定
期
予
防
接
種
は
、
か
か
り
つ

け
医
と
相
談
し
な
が
ら
接
種
を
す
る
体

制
と
し
て
お
り
、
出
生
届
の
際
に
定
期

予
防
接
種
一
覧
表
を
配
布
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
乳
幼
児
の
健
康
相
談
や
健
康

診
査
時
に
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
な

が
ら
予
防
接
種
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
の

雇
用
の
拡
大
は

問

北
産
業
団
地
第
２
期
事
業
の

今
後
の
見
通
し
は
。

宮
本　
宏
樹

公
明
党

（
45
分
）

答

本
市
が
持
続
的
発
展
を
遂
げ
る

た
め
の
重
要
な
施
策
と
考
え
て
い
る
。

　
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
景
気

動
向
や
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
重
要
で

あ
り
、
継
続
的
な
企
業
訪
問
等
に
努
め

る
中
で
、
環
境
の
変
化
や
社
会
情
勢
の

変
化
を
慎
重
に
見
極
め
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
は

問

サ
ル
被
害
を
減
ら
す
た
め
の

取
り
組
み
は
。

子
ど
も
の
安
心・安
全
を
基
本

に
希
望
の
持
て
る
福
山
に

奥　
　
陽
治

公
明
党

（
40
分
）

ィ
ア
の
高
齢
化
に
よ
る
見
守
り
体
制
の

維
持
と
継
続
が
課
題
で
あ
る
。

②
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、
関
係
機
関
、
団
体
等
に
よ
る
危

険
箇
所
の
合
同
点
検
の
結
果
を
基
に
順

次
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
学
校
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
完
了
箇
所
の

93
％
が
効
果
が
あ
っ
た
と
回
答
を
得
て

い
る
。

③
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
で
１
８
４
台
を

設
置
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
運

用
し
て
い
る
。
市
内
の
刑
法
犯
認
知
件

数
は
着
実
に
減
少
し
防
犯
意
識
が
高
ま

る
な
ど
設
置
効
果
は
十
分
に
あ
っ
た
。

答

①
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登

録
人
数
は
５
５
９
２
人
で
、
ボ
ラ
ン
テ

問

①
通
学
路
で
の
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
実
態
と
今
後
の
課
題
は
。

②
通
学
時
の
安
全
対
策
は
。

③
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
状
況
と
効
果

は
。

問

定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

が
多
く
接
種
時
期
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が

対
象
の
乳
幼
児
が
一
人
も
漏
れ
な
く

接
種
が
受
け
ら
れ
る
支
援
は
。
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中
安
加
代
子

公
明
党

（
45
分
）

特
別
支
援
教
育
は

す
る
た
め
、
今
年
度
、
就
学
相
談
員
を

指
導
課
に
配
置
し
、
定
期
的
な
こ
ど
も

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
や
保
育

所
、
幼
稚
園
な
ど
の
訪
問
を
行
い
、
小

学
校
へ
の
就
学
に
向
け
、
切
れ
目
な
い

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
に

医
療
や
福
祉
等
の
支
援
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
記
入
で
き
る
欄
を
加
え
、
関
係

機
関
と
連
携
し
効
果
的
な
支
援
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
改
善
を
図
り
、
一
人
一
人

の
子
ど
も
た
ち
に
将
来
の
自
立
と
社
会

参
加
に
向
け
た
力
を
育
め
る
よ
う
取
り

組
む
。

答

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
な
ど
教
職

員
研
修
を
実
施
し
、
授
業
力
向
上
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
就
学
前
の
早
い
段

階
か
ら
相
談
で
き
る
支
援
体
制
を
確
立

問

改
正
発
達
障
害
者
支
援
法
が

成
立
し
た
こ
と
に
よ
る
本
市
の
学
校

教
育
に
お
け
る
発
達
障
が
い
児
支
援

体
制
へ
の
影
響
は
。

た
り
、
貧
困
が
世
代
を
超
え
て
連
鎖
し

な
い
よ
う
に
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
支

援
事
業
に
お
い
て
、
不
登
校
な
ど
の
問

題
を
抱
え
る
世
帯
の
家
庭
支
援
な
ど
を

行
い
、
子
ど
も
の
自
己
実
現
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
高
等
学
校

へ
の
進
学
、
希
望
す
る
進
路
の
実
現
に

向
け
た
、
さ
ら
な
る
学
習
支
援
が
必
要

と
考
え
「
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援

事
業
」
を
実
施
す
る
。　

藤
原　
　
平

誠
友
会

（
60
分
）

答

国
に
お
い
て
は
、
児
童
扶
養
手

当
に
つ
い
て
第
２
子
以
降
の
加
算
額
の

増
額
や
、
保
育
所
や
幼
稚
園
の
利
用
料

の
負
担
軽
減
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
生
ま
れ
育
っ
た
環

境
に
よ
り
子
ど
も
の
将
来
が
左
右
さ
れ

問

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
施
策
は
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
か
ら

生
じ
る
課
題
と
対
策
は

伏
見
町
地
区
の
整
備
は

問

伏
見
町
地
区
の
整
備
は
市
が

主
導
的
立
場
で
計
画
を
再
度
や
り
直

す
必
要
が
あ
る
。
広
場
や
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
施
設
、
児
童
や
高
齢
者
の
施

設
、
病
院
な
ど
を
配
置
し
、
元
町
通

り
か
ら
駅
前
に
ア
ー
ケ
ー
ド
を
通
し

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
整
備
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

徳
山　
威
雄

誠
友
会

（
60
分
）

答

人
口
減
少
、
高
齢
社
会
を
迎
え

る
中
で
、
中
心
市
街
地
に
さ
ま
ざ
ま
な

都
市
機
能
を
集
約
し
て
い
く
こ
と
は
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
伏

見
町
地
区
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
地
元
地
権
者
と
の
連
携
を
密
に
し

い
ろ
い
ろ
な

制
度
を
組
み

合
わ
せ
る
な

ど
、
で
き
得

る
限
り
の
支

援
を
行
う
。

　

障
が
い
者
差
別
解
消
法
施
行
後
の

施
策
展
開
と
、
手
話
の
普
及
は

法
木　
昭
一

市
民
連
合

（
70
分
）

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
合
理
的
配
慮

は
、
当
事
者
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
関
係

団
体
と
も
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
適
切

に
行
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
手
話
の
普
及
な
ど
は
、
今
年
度
よ
り

広
報
テ
レ
ビ
へ
の
手
話
の
導
入
や
、
新

採
用
職
員
研
修
に
手
話
講
習
を
取
り
入

れ
る
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
国
に
お
い
て
法
制
化
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
動
向
を
注
視
す

る
。

答

ま
ず
は
、
職
員
が
率
先
し
て
障

が
い
の
あ
る
人
へ
合
理
的
配
慮
が
で
き

る
よ
う
、
職
員
対
応
要
領
を
制
定
し
、

問

４
月
か
ら
障
が
い
者
差
別
解

消
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
法
の
理
念

に
基
づ
く
施
策
展
開
の
基
本
と
、
手

話
の
普
及
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

伏見町地区
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答

交
通
弱
者
へ
の
配
慮
等
に
つ
い

て
は
、
住
民
、
利
用
者
、
事
業
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、
利

用
実
態
調
査
を
実
施
す
る
中
で
検
討
す

る
。
ま
た
、
高
齢
者
等
を
は
じ
め
と
し

た
市
民
の
移
動
手
段
確
保
に
向
け
て
は

地
域
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
交
通
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
福
山
・
笠
岡
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
中
で
検
討
す

る
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
へ

バ
ス
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保
を

問

交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
ま
た
高
校
生
な
ど

の
通
学
者
に
と
っ
て
、
路
線
バ
ス
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
移
動
手
段
で

あ
る
。
買
い
物
難
民
の
解
消
、
病
院

や
公
共
施
設
へ
の
巡
回
バ
ス
の
要
望

な
ど
、
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に

つ
い
て
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
バ
ス

路
線
の
再
編
の
中
で
、
施
策
に
反
映

を
。

池
上　
文
夫

市
民
連
合

（
75
分
）

国
道
２
号
の
交
通
渋
滞
対
策
は

問

高
速
道
路
、
都
市
高
速
道
路

直
轄
国
道
を
対
象
に
国
交
省
が
発
表

し
た
昨
年
度
の
渋
滞
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
、
国
道
２
号
に
お
い
て

福
山
市
内
の
３
区
間
が
上
位
を
占
め

る
状
況
で
あ
り
、
市
民
生
活
に
支
障

を
来
し
て
い
る
。
主
要
幹
線
道
路
の

交
通
混
雑
等
の
状
況
と
、
福
山
道
路

大
塚　
忠
司

新
政
ク
ラ
ブ

（
70
分
）

答

交
通
量
は
、
福
山
道
路
等
が
都

市
計
画
決
定
さ
れ
た
平
成
13
年
当
時
と

比
べ
、
全
体
的
に
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
、
渋
滞
は
依
然
と
し
て
著
し
く

市
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
。
福
山
道
路
等
の
幹
線
道

路
網
は
、
市
民
生
活
の
安
全
性
、
利
便

性
の
向
上
、
社
会
経
済
活
動
の
活
性
化

を
図
る
も
の
で
、
本
市
が
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
都
市
基
盤
と

考
え
て
お
り
、
早
期
完
成
に
向
け
、
引

き
続
き
国
、
県
と
連
携
し
事
業
を
推
進

す
る
。

介
護
・
保
育
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

問

①
介
護
労
働
者
の
賃
金
は
全

労
働
者
平
均
よ
り
月
額
10
万
円
も
低

く
、
深
刻
な
人
材
不
足
で
あ
る
。
賃

金
や
労
働
環
境
の
整
備
の
た
め
、
市

独
自
の
処
遇
改
善
の
検
討
と
介
護
労

働
者
確
保
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

②
保
育
士
の
安
定
的
確
保
の
た
め
、

国
に
処
遇
改
善
予
算
を
抜
本
的
に
増

河
村　
晃
子

日
本
共
産
党

（
72
分
）

額
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
本
市
独
自

の
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

答

①
国
は
処
遇
改
善
の
た
め
加
算

措
置
を
講
じ
て
い
る
。
本
市
も
適
切
な

介
護
報
酬
の
設
定
が
引
き
続
き
行
わ
れ

る
よ
う
全
国
市
長
会
を
通
じ
国
に
要
望

し
て
い
る
。
介
護
人
材
の
確
保
は
、
立

ち
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
人
材
確
保
推

進
組
織
に
本
市
も
参
画
し
取
り
組
む
。

②
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
ニ
ッ
ポ
ン

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
に
、
さ
ら
な
る
処

遇
改
善
策
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
本
市

も
独
自
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
引
き
続
き
国
の
動
向
に
注
視
す
る
。

耐
震
化
の
状
況
は

問

①
県
の
防
災
拠
点
等
の
耐
震

化
率
は
、
２
０
１
４
年
度
末
全
国
最

下
位
で
あ
る
。
本
市
の
各
支
所
、
公

民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
化
率
と
、
耐
震
化
計
画
は
。

②
本
市
の
住
宅
耐
震
化
率
は
２
０
１

６
年
３
月
末
77
％
で
、
目
標
の
90
％

ま
で
に
は
今
後
２
万
３
４
０
０
棟
の

高
木　
武
志

日
本
共
産
党

（
73
分
）

耐
震
化
を
要
す
る
。
本
市
の
耐
震
化

補
助
率
の
引
き
上
げ
は
。

③
学
校
校
舎
耐
震
化
は
２
０
１
６
年

４
月
１
日
現
在
75
・
１
％
だ
が
、
残

る
小
学
校
63
棟
、
中
学
校
34
棟
の
耐

震
化
計
画
は
。

答

①
支
所
80
％
、
公
民
館
65
・
８
％

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
31
・
６
％
。

今
後
は
、
公
共
施
設
等
サ
ー
ビ
ス
再
構

築
基
本
方
針
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

②
補
助
制
度
も
含
め
、
国
の
動
向
を
注

視
す
る
。

③
耐
震
化
の
優
先
度
や
学
校
生
活
へ
の

影
響
に
も
配
慮
し
、
計
画
的
に
進
め
る
。

等
の
事
業
の
取
り
組
み
は
。
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9月定例会の開催予定
9／14（水） ★本会議（市長提案説明など）
20（火） 　議会運営委員会
21（水） ★本会議（一般質問）
23（金） ★本会議（一般質問）
26（月） ★本会議（一般質問）
27（火） ★本会議（一般質問）
28（水） 　常任委員会

　（総務、民生福祉、文教経済、建設水道）
29（木） 　予算特別委員会
30（金） 　予算特別委員会

10／ 4（火） 　議会運営委員会
★本会議（委員長報告など）

12（水） 　企業会計決算特別委員会
13（木） 　企業会計決算特別委員会
14（金） 　企業会計決算特別委員会

○本会議・委員会とも午前10時から開会の予定です。
　（ただし、10月4日の本会議は午後1時からの予定。）
○★印の日は、本会議の生中継をインターネットで
　配信します。
○詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。
　☎084－928－1136

我
が
福
山
は
一
体
何
番
で
す
か

問

先
般
の
市
長
の
所
信
に
よ
れ

ば
、
我
が
福
山
は
相
当
成
果
を
挙
げ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
福
山

は
総
合
判
断
し
た
場
合
に
、
全
国
市

区
町
村
、
あ
る
い
は
中
核
市
の
中
で

一
体
ど
こ
ら
辺
に
、
あ
る
い
は
何
番

に
位
置
す
る
の
か
。

　
も
し
、
福
山
が
１
番
で
な
い
場
合

石
岡　
久
彌

無
所
属

（
30
分
）

に
は
、
ぜ
ひ
と
も
福
山
を
１
番
に
し

ま
せ
ん
か
。

答

地
方
自
治
体
は
、
人
口
規
模
を

は
じ
め
歴
史
、
文
化
や
立
地
環
境
、
産

業
構
造
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
性
が
異
な

っ
て
お
り
、
各
指
標
の
順
位
に
よ
り
行

政
全
体
を
測
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
現
在
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
誰
も
が
住
ん
で

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
持
続

可
能
な
行
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

答

①「
も
の
の
豊
か
さ
」か
ら「
心

の
豊
か
さ
」
が
実
感
で
き
る
社
会
の
実

現
が
必
要
と
考
え
策
定
し
た
。

②
本
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
自
ら
思
い
描

き
、
新
た
な
発
想
や
創
造
性
を
持
っ
て

果
敢
に
行
動
で
き
る
職
員
が
求
め
ら
れ

る
。

③
最
大
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
、
持
続
可

能
な
行
政
運
営
で
あ
り
、
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可
能
な
形
で
提
供

す
る
に
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
考

え
方
の
下
、
広
く
受
益
と
負
担
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

行
政
運
営
方
針「
Ｒ
ｅ
福
山
」の

実
現
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は

問

①
行
政
運
営
方
針
の
策
定
に

至
っ
た
基
本
的
な
考
え
方
は
。

②
新
た
な
方
針
の
実
現
の
た
め
に
、

未
知
の
課
題
に
向
き
合
う
本
市
職
員

に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
。

③
受
益
と
負
担
の
適
正
化
に
つ
い
て

今
後
の
市
民
負
担
の
在
り
方
は
。

岡
崎　
正
淳

無
所
属

（
30
分
）

　本会議や委員会は公開し
ていますので、どなたでも
傍聴することができます。
　傍聴を希望される方は、
会議の当日、次の場所で受
け付けし、傍聴券の交付を
受けてください。
　なお、傍聴券は受け付け順に交付します。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

●本会議→議会棟 5階の傍聴受付
　　　　　 （傍聴席72席のほか車いす4台分
　　　　　　のスペースがあります）
●委員会→議会棟 2階の議会事務局庶務課 
　　　　　（傍聴席 6～ 9席）
※本会議については、本庁舎 1階ロビー、議
　会棟 5階の傍聴受付ロビーおよび各支所の
　テレビで、議会中継をご覧いただけます。

本会議場の傍聴席
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委員会の活動（５月～６月）
５月臨時会閉会後から６月末までの委員会の主な活動状況は、次のとおりです

◆常任委員会

各委員会の詳しい内容は、議会ホームページの「会議録検索」からご覧いただけます。
なお、委員会記録の作成には日数を要しますので、ご了承ください。 

開催日 調査・審査項目

文
　
教
　
経
　
済

6/ 1 ● 新事業創出支援事業
● 福山ビジネスサポートセンターＦｕｋｕ
　 －Ｂｉｚ
● ものづくり人材育成支援事業（ものづく
　 り大学）
● 備後地域資源販路開拓支援事業（デニム
　 プロジェクト）
● （仮称）市立鞆小中一貫校開校準備委員
　 会の設置
● 史跡朝鮮通信使遺跡鞆福禅寺境内保存活
　 用計画策定委員の設置
● 2016年度地域学習活動支援事業（土曜
　 チャレンジ教室） 　など

6/22 ● 付託された議案（２件）の審査

建
　
設
　
水
　
道

6/ 1 ● 通学路の安全対策
● 道路維持修繕計画（案）
● 立地適正化計画基本方針（素案）
● 「ふくやま景観100選」
● 住生活基本計画の策定
● 上下水道事業経営審議会の開催
● 走島海底送水管漏水事故
● 合流改善計画の目標達成状況　など

6/22 ● 付託された議案（5 件）の審査
● 高西東新涯ポンプ場建設工事（土木）
　 など

開催日 調査・審査項目

総
　
　
務

6/ 1 ● 審議会等への女性の参画状況
● 国民健康保険事業の状況
● 交通安全教育推進モデル事業
● 協働のまちづくり事業の取組状況
● ＪＯＣパートナー都市協定
● 平成28年度全国高等学校総合体育大会
● 市制施行100周年記念式典等
● 「福山市史 近代現代資料編Ⅳ 社会・生
　 活」の刊行
● 第五次福山市総合計画の策定
● 市立大学2015年度卒業生の就職等の状況
　 など

6/22 ● 付託された議案（4 件）の審査
● 土砂災害ハザードマップの更新

民
　
生
　
福
　
祉

6/ 1 ● 生活困窮者自立相談支援事業
● 子ども健全育成支援事業
● 老人福祉施設等の指導監査実施状況
● 看護職員確保対策
● 児童虐待相談の状況
● 「子ども・子育て支援事業計画」の実施状況
　 など

6/22 ● 付託された議案（1 件）の審査
● 地域密着型特別養護老人ホームの整備
● 尾道市立市民病院に対する診療支援
　 など

政治家は、日頃からお世話になった人でもお中元やお歳暮を贈ることは禁止
されています。
また、暑中見舞いや年賀状などのあいさつ状を出すことも禁止されています。
皆さまのご理解をお願いします。

虚礼廃止にご理解を！



11

NO.60

　政務活動費は、地方自治法と条例に基づき、市政の調査研究その
他の活動に充てるため、議会の会派に交付されているものです。
　2015年度（平成27年度）、各会派に交付された政務活動費の執行
状況は、次のとおりです。
　政務活動費について、本市では議会改革の一環として、使途の透
明性を高め、各会派の活動内容をより明らかにするため、収支報告
書および実績報告書の提出に加えて支出書と（１円以上の）領収書、
市外視察などの報告書の添付を義務づけており、その報告書類を公
開しています。
　報告書類は、市役所 3階の市政情報室または議会事務局に申請
すれば、誰でもすぐに無料で閲覧できます。ご不明な点がありまし
たら、議会事務局庶務課（☎ 084－928－1123）までお問い合わせく
ださい。

政務活動費の収支報告書等を公開しています

2015年度（平成27年度）政務活動費決算内訳
会 派 名

項　目
水 曜 会
(14人)

公 明 党
(7人)

誠 勇 会
(6人)

市民連合
(4人)

日本共産党
市議団(4人)

新政クラブ
(3人)

有 隣 会
(1人)

高 志 会
(1人)

政 務 活 動 費
交 付 額 ① 21,840,000 10,920,000 9,360,000 6,240,000 6,240,000 4,680,000 1,560,000 1,560,000

1 調査研究費 831,384 219,114 312,814 219,114 100,680 795,280 100,700 0
2 研 修 費 873,880 1,421,272 1,483,384 840,704 163,094 2,217,358 752,564 202,370
3 資料作成費 0 280 0 0 166,730 0 0 0
4 資料購入費 2,066,022 830,366 911,596 566,148 588,739 423,267 51,984 107,267
5 広 報 費 8,200,967 549,020 746,250 3,058,101 1,187,163 0 192,780 64,800
6 広 聴 費 0 0 0 0 210,049 0 0 0
7 要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0
8 会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0
9 人 件 費 0 0 0 0 1,624,196 0 330,000 0
10 事 務 所 費 6,930,831 2,479,104 3,028,862 1,606,369 1,481,174 1,073,332 131,972 541,386
支 出 合 計 ② 18,903,084 5,499,156 6,482,906 6,290,436 5,521,825 4,509,237 1,560,000 915,823

返還額(①－②) 2,936,916 5,420,844 2,877,094 0 718,175 170,763 0 644,177

（単位：円）

1 調査研究費
会派が行う、市の事務、
地方行財政等に関する
調査研究及び調査委託
に要する経費

6 広聴費
会派が行う、市民からの市
政及び会派の活動に対する
要望及び意見の聴取、市民
相談等の活動に要する経費

2 研修費
会派が研修会を開催するため
に要する経費及び他の団体等
が開催する研修会に会派とし
て参加するために要する経費

7 要請・陳情活動費
会派が要請及び陳情
活動を行うために要
する経費

3 資料作成費
会派が行う活動
に必要な資料の
作成に要する経
費

8 会議費
会派が各種会議を開催するため
に要する経費及び他の団体等が
開催する各種会議に会派として
参加するために要する経費

4 資料購入費
会派が行う活動
に必要な図書、
資料等の購入に
要する経費

9 人件費
会派が行う活
動を補助する
職員を雇用す
る経費

5 広報費
会派が、その活動
及び市政について
市民に報告するた
めに要する経費

10 事務所費
会派が行う活動に
必要な事務所の設
置及び管理に要す
る経費

｜  支出項目の説明 ｜
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印刷／（株）小山オフセット印刷所 ☎ 084－922－0280

　
６
月
定
例
市
議
会
は
、

改
選
後
初
め
て
の
議
会
に

ふ
さ
わ
し
く
一
般
質
問
者

が
21
人
に
上
る
活
発
な
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
３
期
12
年
を
務
め
た

羽
田
皓
市
長
の
最
後
の
本

会
議
答
弁
と
も
な
り
ま
し

た
。

　
市
制
施
行
１
０
０
周
年

の
こ
の
年
に
参
議
院
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
政

市
政
共
に
新
た
な
歴
史
を

刻
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
福
山
市
議
会
だ
よ
り
も

よ
り
親
し
み
や
す
く
わ
か

り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ

う
一
層
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
村
井
明
美
）

　４年間の議員の任期が 2016年度（平成28年度）４月30日で満了のため、改選年の政務活動費は、4
月の１カ月分と 5月から翌年 3月までの11カ月分に分けて収支報告書等を公開しています。
　2016年（平成28年）４月に各会派に交付された政務活動費の執行状況は、次のとおりです。
　報告書類は、市役所 3階の市政情報室または議会事務局に申請すれば、誰でもすぐに無料で閲覧で
きます。ご不明な点がありましたら、議会事務局庶務課（☎ 084－928－1123）までお問い合わせください。

2016年度（平成28年度）4月分の政務活動費の執行状況

2016年度（平成28年度）4月分 政務活動費決算内訳
会 派 名

項　目
水 曜 会
(14人)

公 明 党
(7人)

誠 勇 会
(6人)

市民連合
(4人)

日本共産党
市議団(4人)

新政クラブ
(3人)

有 隣 会
(1人)

高 志 会
(1人)

政 務 活 動 費
交 付 額 ① 1,820,000 910,000 780,000 520,000 520,000 390,000 130,000 130,000

1 調査研究費 0 0 0 0 0 0 0 0
2 研 修 費 0 0 163,380 0 25,960 0 0 0
3 資料作成費 0 0 0 0 0 0 0 0
4 資料購入費 289,529 56,747 50,036 23,088 35,749 27,144 0 5,241
5 広 報 費 322,248 10,800 99,056 312,360 20,148 0 75,996 5,400
6 広 聴 費 0 0 0 0 2,440 0 0 0
7 要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0
8 会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0
9 人 件 費 0 0 0 0 125,605 0 0 0
10 事 務 所 費 864,980 143,551 242,471 160,544 331,417 148,073 0 58,238
支 出 合 計 ② 1,476,757 211,098 554,943 495,992 541,319 175,217 75,996 68,879
返還額(①－②) 343,243 698,902 225,057 24,008 0 214,783 54,004 61,121

（単位：円）

ふくやま市議会だより編集委員会

委 

員 

名
（
会
派
名
）

西
本　
章
（
市 

民 

連 

合
）

木
村
秀
樹
（
水　
曜　
会
）

村
井
明
美
（
日
本
共
産
党
）

宮
地
徹
三
（
公　
明　
党
）

宮
地　
毅
（
新
政
ク
ラ
ブ
）

生
田
政
代
（
公　
明　
党
）

平
松
正
人
（
誠　
友　
会
）


